



















多忙さやマンパワー不足 「納得できない業務内容と方針」により仕事への志気がそがれていた。また 「看護介入の困」 、
難さ」を通して自らの知識や技術・適性に疑問を抱く看護者や、福祉独特の理念と現実との乖離を痛感している福祉関







































































































ださった看護者 名と、同じく福祉関係者 名を10 10
研究対象者として選抜した。調査期間は、勤務交替














































看護者 性別は男性 名・女性 名で、平均年齢【 】 5 5
45.8 6.4 11.8 8.7は 歳± 精神科での勤務年数は 年±、
であった。病院や施設の設置主体については、民間
(私立)が 名で、公立は 名であった。職位は、ス8 2
タッフが 名で、副看護師長 名であった。また専9 1
門教育歴は、３年制専門学校が 名で、３年制短期9
大学が 名に過ぎなかった。1
福祉関係者 性別は男性 名・女性 名で、平均【 】 3 7
年齢は 歳± と若年世代であった、精神科関29.3 3.5
連施設での勤務年数は 年± であった。所属7.4 3.3
機関や施設は共同作業所が 名，地域支援センター6
が 名，通所型授産施設が 名であった。資格は、2 2
精神保健福祉士 名と社会福祉士 名で、無資格の4 1
ものもいた。職位はスタッフが 名であったが、小8
規模な施設・機関が多いため管理職が 名いた。専2
























足」であった 「納得できない業務内容と方針 「施。 」
設の治療や処遇における理念と実際の差」も意見と
して多かった。特にストレスの度合いが高かった事







動 「社会参加などの将来の見通しの難しさ 「患者」 」
への看護者の理解不足 患者の自殺や自傷行為 患」「 」「
者への感情的巻き込まれ 「患者の障害や現状に対」
する理解力の不足 「患者の生活全般へのかかわり」







































































































連要因として 精神障害者へのケアの際における 看、 「
護介入の困難さ」や「看護者への患者の否定的行動
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